
福岡県立大学　看護学部　コースツリー　(コース別：2016年度～)

保健師国家試験受験資格
保健師資格取得後申請によ
り養護教諭二種免許状取得
（申請により第一種衛生管理
者の資格取得）

養護教諭一種免
許状取得

基礎科目

選択 選択

・保健医療福祉

行政論Ⅱ＊

・公衆衛生看護学Ⅱ
・公衆衛生看護学Ⅲ
・公衆衛生看護技術論Ⅰ
・公衆衛生看護技術論Ⅱ
・組織協働活動論
・公衆衛生看護アセスメント論Ⅱ
・公衆衛生看護管理論

  ・公衆衛生看護学実習Ⅰ
  ・公衆衛生看護学実習Ⅱ
  ・統合実習

・教職実践演習（養
護教諭）
・養護実習事前事後
指導
・生徒指導論

 ・養護実習
 ・統合実習

・公衆衛生看護アセスメント論Ⅰ

･教師論
・学校保健学
・健康教育論
･教育相談

全学横断型科目 基礎科目

・プレ・インターンシッ

プ＊

・データベース論*

・情報ネットワーク論*

・問題解決演習*

・リーディングⅡ
・オーラルコミュニ
ケーションⅢ

教養
科目

人文科学、
社会科学、
自然科学、
総合科目
の全38科
目より選択

　

　　　　　　　　　注１：掲載している科目は一部である

　　　　　　　　　注２：＊は選択科目である

　  <教育目的>
　   幅広い教養と豊かな人間性を備え、看護の専門職としての確かな判断力と看護実践能力を身につけ、他の専門職と協働し、健康上の
　　 課題に主体的・創造的に対応できる人材を育成することを目的とする。
    <看護学科の特色>
　   ①人間に対する深い理解、共感、高い倫理観に培われた豊かな人間性を養うとともに、幅広い教養に裏づけられた世界観、人間観の育成。世界の人々の
　    固有の文化や生活を理解し、国際的視点をもって活動できる能力の育成。
　    ②ホリスティックな人間理解をもとに統合機能システムとしての人体を理解し、人間の本来持つ自然治癒力に焦点をあてたホリスティックケアができる能力
      の育成。
      ③他職種と協働していく中で、看護の専門性・独自性を発揮し、看護を提案・実践できる能力の育成。
      ④看護の役割を自覚し、将来看護学の発展に寄与できる能力の育成。

卒業研究

看護師国家試験受験資格

３年

・看護研究
・看護教育学
・看護実践論
・精神看護学演習Ⅰ
・成人看護学演習Ⅰ・Ⅱ
・老年看護学演習Ⅰ
・小児看護学演習Ⅰ
・女性看護学演習Ⅰ
・在宅看護学演習Ⅰ
・家族看護学

・東洋看護学演習＊

・専門看護学ゼミ

 ・基礎看護学実習Ⅱ
 ・老年看護学実習Ⅰ

４年

１年

・教育学概論B
・発達心理学Ⅰ-A
・憲法

・教育内容論
・道徳教育
・教育方法論

 ・統合実習

・看護薬理学
・病態看護学ⅠⅡ
・生態・病態看護学実験
・シンプトンマネジメント論
・フィジカルアセスメント論
・看護過程

・看護情報学＊

・成人看護学概論
・精神看護学概論
・精神看護学
・成人急性看護学
・成人慢性看護学
・老年看護学概論
・老年看護学
・小児看護学概論
・小児看護学
・女性看護学概論
・女性看護学
・在宅看護学概論
・在宅看護学
・公衆衛生看護学Ⅰ

・養護概説＊

・ヒーリングセラピー＊

・国際・災害看護論＊

・生態機能看護学Ⅲ*

・看護管理論

・リーディングⅠ
・ライティング
・オーラルコミュニ
ケーションⅠⅡ
・情報処理演習Ⅰ

・情報処理演習Ⅱ＊

・健康科学実習Ⅰ・
Ⅱ
・教養演習

２年

 ・基礎看護学実習Ⅰ
・生態機能看護学ⅠⅡ
・看護生化学
・感染・免疫看護学演習
・基礎看護学概論
・基礎看護技術論
・ケアリング論
・ヒーリング論*

専
門
科
目

・ホリスティック
人間論
・栄養学

・生命倫理＊

・遺伝学＊

・保健社会学
･公衆衛生学

専門基礎科
目

･保健社会調査

論*

･臨床心理学

・リーディングⅢ＊

・専門職連携入門*
・不登校・ひきこもり

援助論*
・プレ・インターンシッ

プ＊

・子供学習支援論＊

・疫学*
・保健統計学

・精神保健学＊

・人類生態学＊

・東洋医学概論
･保健医療福祉
行政論Ⅰ

 

教

職

に

関

す

る

専

門

教

育

科

目 

・精神看護学演習Ⅱ 

・老年看護学演習Ⅱ 

・小児看護学演習Ⅱ 

・女性看護学演習Ⅱ 

・在宅看護学演習Ⅱ 

・精神看護学実習 

・成人急性看護学実習 

・成人慢性看護学実習 

・老年看護学実習Ⅱ 

・小児看護学実習 

・女性看護学実習 

・在宅看護学実習 


